
 

「マラソン大会について」      体育科 栃谷 則史 

 第３回全校マラソン大会（11月５日木曜日）では、全校生徒参加のもと、

生徒それぞれの能力に応じて完走することを目的とします。男子は北部運

動公園周辺の約 8キロ、女子は約 4キロのコースで、起伏に富んでいます。

マラソン大会の前には、体育の授業で男子は「高瀬まわり」という一周約 6

キロのコースを１・２年生は 8回、3年生は 5回のノルマで練習をします。

女子もグラウンドを利用し、持久力を高める練習をします。練習を通して

体力、持久力を養うとともに、達成感や充実感・健康を実感できると思い

ます。また、授業や大会で培った体力、精神力は、単にマラソン大会のた

めだけではなく、皆さんが今後迎える受験やライフスタイルにおいても大

きな力となります。大会では、記録の更新、体力・精神力の向上、達成感

や充実感を目指して励んでください。 

 

 

「課題解決型インターンシップについて」    

進路指導部 城田武明 

11 月 10 日(火)～12 日(木)の 3 日間で、第 1 学年が課題解決型インター

ンシップを実施します。このインターンシップは、「黒門キャリアプラン」

の 1年次の目標「地域社会と職業について学ぶ（郷土学習と職業観の育成）」

に基づき、仕事や学びに向かう姿勢を身につけることを目的としています。

また、インターンシップを通して、地域社会の実態を把握し、１０年後の

未来を見据え、課題を発見し解決法を追究することで、進路選択の視野を

広げていってほしいと考えています。現在、生徒たちは当日に向けて事前

学習等の準備を進めており、12月には報告会も予定されています。 

このインターンシップを通して、生徒一人一人が将来に向けての学びを

深め、成長していってくれることを期待しています。 

 

 

「明石杯高校生英語コンテスト富岡支部予選を終えて」 

英語科 小林 育美 

10月 16日に本校で、英語コンテストが行われました。自作の英語スピーチを 5 分 30秒以内で発表するス

ピーチ部門と、好きな本の一節やスピーチ等を 3 分以内で暗唱するレシテーション部門の 2 部門があり、前

者には 2 名、後者には 5 名の生徒が出場しました。コロナ禍では、時間の制約や大きな声を発することの難

しさなど、例年以上の苦労がありましたが、生徒はそのような困難さを全く感じさせないほど、数ヶ月にわ

たって熱心に練習に取り組んできました。発音やイントネーションの他、表情や身振り等の表現力や、メッ

セージ性も評価の対象となりますが、いずれの生徒も審査員から高い評価を受けていました。この経験を通

じ大きく成長した生徒たちの姿に、ALT バレリー先生も感激の涙を浮かべていました。11 月 6 日に３名の生

徒が県大会に出場します。健闘を期待します。 
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群馬県立富岡高等学校全日制広報紙 

1 日 ◆

2 月

3 火 文化の日

4 水

5 木 マラソン大会

6 金 ベネッセ記述模試②

7 土 ベネッセ記述模試①②

8 日 ◆

9 月

10 火 課題解決型インターンシップ①

11 水 課題解決型インターンシップ①

12 木
課題解決型インターンシップ①

2学年1日旅行

13 金

14 土

15 日 ◆（英検2次）

16 月

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土

22 日 ◆

23 月 勤労感謝の日

24 火 2学期期末考査

25 水 2学期期末考査

26 木 2学期期末考査

27 金
2学期期末考査
河合塾共通テストプレ③

28 土 河合塾共通テストプレ③

29 日 ◆

30 月

①②③は学年
◆は学校閉鎖

11月


